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岩手県を中心とした北東北インバウンド誘客推進調査・検討等業務

平成29年度交流拡大版ハンズオン支援事業について
○岩手、宮城、福島の各復興局主導で、民間事業者と共同して意欲的な地域の支援・関係者の連携促進を行い、民間事

業者のノウハウを活用した新たなコンテンツの発掘等の地域の魅力の底上げを図る「ハンズオン支援事業」を実施。

○旅行会社等の民間事業者と地域とのネットワークを構築することで、取組の継続や自立的な取組の拡大につなげる。

事 業 名 称：岩手県を中心とした北東北インバウンド誘客推進調査・検討等業務

受託事業者：（株）ＪＴＢ東北 法人営業盛岡支店

【概要】

外国人旅行者の誘客による交流人口拡大・観光振興に向けて、

１．岩手県を中心とした北東北への来訪のきっかけ、滞在の満足度を向上させるコンテンツの拡充と磨き上げ

２．「オール岩手」で外国人旅行者を受け入れる機運醸成・意識啓発（126.8万人県民コンシェルジュ計画）

３．外国人旅行者の誘客や地域内周遊促進に向けた情報発信の土台構築

を行うことで地域の自立的な取り組み拡大に寄与する事業を目指す。

岩手復興局における実施内容 ： いわて外国人向け観光コンテンツ発掘プロジェクト

岩手県内への外国人旅行者誘客と受入促進
のための課題を把握し、目指すべき方向性を
検討する場として運営。最終回は沿岸13市町
村で構成する「岩手三陸連携会議」と合同で、
「いわて三陸観光復興推進フォーラム」として
開催。

各調査エリアにおける誘客のフックとなる新たな
コンテンツを開発するための「エリア検討会」を
沿岸12市町村でのべ12回開催。コンテンツの
拡充とともに、外国人に選ばれ売れる商品につ
いて岩手県内で15商品程度の開発を目指す。

会議の
テーマ

第1回：事業の方向性、調査エリアの選定等
第2回：調査エリアにおける検討状況と商品開発

の検討方針等
第3回：これまでの検討結果を踏まえた各調査

エリアの魅力を活かしたインバウンド向け
商品の構築等

第4回：いわて三陸観光復興推進フォーラム

参加
者

①有識者委員（2名）
②実践委員（3名）
③その他観光・復興関係者 等

エリア (１)県北 (２)県央 (３)県南

会議の
テーマ

第１回：調査エリアの現状把握と課題の共有
第2回：調査エリアで強みにしたいコンテンツの

魅せ方の検討
第3回：調査エリアの魅力を生かしたインバウ

ンド向け商品の構築
第4回：エリア検討会(計４回開催)のまとめと

オペレーション方法
第5回：いわて三陸観光復興推進フォーラム

にて各調査エリアによる成果発表

参加者
①実践委員 1名×3地域
②地域事業者等 10～20名程度×３地域

「観光コンテンツプロデュース会議」
(４回実施)

各調査エリアにおける「エリア検討会」
(５回実施)

１

岩手県民が推奨する「売りたいもの」と外国人旅
行者の嗜好にマッチした「売れるもの」、また、旅
行会社等の造成・販売側や外国人旅行者自身
が求める「現地情報」を収集し、北東北の観光コ
ンテンツ一覧を作成。今後、旅行商品の販売や
外国人旅行者対応のツールとして活用予定。

北東北観光コンテンツ一覧作成２ ３

1素材シート（日・英） コンテンツ集（日・英・簡・繁・韓 ）
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①有識者委員（2名）

岩手大学理工学部 教授 南 正昭 氏（会議座長）

岩手大学人文社会科学部 教授 五味 壮平 氏

②実践委員（3名）

株式会社ナレッジハウス 代表取締役 菅原 達也 氏（県北エリア検討会座長）

株式会社ライト・ア・ライト 顧問・プロデューサー 雫石 吉隆 氏（県央エリア検討会座長）

株式会社JTBグローバルマーケティング＆トラベル

営業企画部地域誘客戦略推進室 地域交流推進部長 阿部 昌孝 氏（県南エリア検討会座長）

③その他観光・復興関係者 等

復興庁岩手復興局

岩手県政策地域部地域振興室

公益財団法人さんりく基金（三陸ＤＭＯ）

公益財団法人岩手県観光協会 ※第1回のみ

一般社団法人日本旅行業協会 東北支部 岩手地区委員会 ※第3回のみ
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○近年全国的に急増している外国人旅行者について、岩手県を中心とした北東北への誘客と受入促進、滞在時の満足度
の向上を図るとともに、新たな観光コンテンツの開発や既存の観光コンテンツの磨き上げ、外国人向け旅行商品の造成等
を行うにあたり、その課題を把握し、目指すべき方向性を検討する場として平成29年9月に「観光コンテンツプロデュース
会議」を設置。平成30年1月までに盛岡市内で3回開催。

○本会議での内容を踏まえ、後述の「エリア検討会」を平成30年2月までに沿岸12市町村でのべ12回開催。

○本会議の4回目及びエリア検討会の5回目は「いわて三陸観光復興推進フォーラム」として3月19日に宮古市内で開催。

「観光コンテンツプロデュース会議」の概要について

出席者名簿（各回共通）

開催日時及び場所

第1回：平成29年 9月15日（金） 13:00～15:00 復興庁岩手復興局 4階会議室 （岩手県盛岡市中央通1-7-25）

第2回：平成29年11月13日（月） 13:00～15:00 復興庁岩手復興局 4階会議室 （岩手県盛岡市中央通1-7-25）

第3回：平成30年 1月26日（金） 13:00～15:00 復興庁岩手復興局 4階会議室 （岩手県盛岡市中央通1-7-25）
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「観光コンテンツプロデュース会議」の実施内容について
第1回会議 実施内容 第2回会議 実施内容 第3回会議 実施内容

※第1回～3回会議における配布資料については復興庁公式サイト

東北の観光復興の取組について （「復興庁」「観光」で検索可能）
http://www.reconstruction.go.jp/topics/main-cat1/sub-cat1-19/20160119130009.html#kouban4

にて公表済み

○会議の様子 ○会議の様子 ○会議の様子

○開催目的
岩手県を中心とした北東北へのインバウンド
旅行者誘致と受け入れを推進するため、現
状やその課題を把握し、目指すべき方向性を
共有し、その取組を検証する。

○議題
・本事業の方向性と北東北及び岩手県の課
題について

・調査エリアと実践委員の承認について
・対象市場とニーズの確認について
・その他

○内容
・事業を実施するにあたり、最近の東北の観
光復興に関する取組や岩手県をとりまく観
光の現状、観光の機会等について事務局
から説明し、方向性を共有。

・エリア検討会の調査エリアや実践委員につ
いて事務局から提案され、承認された。

・対象市場とニーズ等について議論し、観光
メニューづくりへの意見が出された。

○開催目的
「観光コンテンツの整理」「受入環境」「磨き
上げ」「パッケージ化」等について、10月上旬
から11月上旬にかけて各調査エリアで2回ず
つ計6回実施したエリア検討会の検討結果を
踏まえ、インバウンド向け商品開発の検討方
針について議論する。

○議題
・各調査エリア(県北・県央・県南)のこれまで
の検討状況について

・インバウンド向け商品開発の検討方針につ
いて

・フィールドワーク会議について
・その他

○内容
・エリア検討会での検討状況と、インバウンド
向け商品開発の検討方針について、事務
局から説明。

・エリア検討会で出された各調査エリアの観
光資源について議論し、インバウンド向け旅
行商品開発の方針を決定。

○開催目的
「関係者間で商品イメージを共有した上での
商品化へ向けた必要条件の確認や課題の洗
い出し」「広域的な連携」等について、 10月上
旬から12月下旬にかけて各調査エリアで3回
ずつ計9回実施したエリア検討会の検討結果
を踏まえ、各調査エリアの魅力を活かしたイン
バウンド向け商品の構築等について議論する。

○議題
・各調査エリア(県北・県央・県南)のこれまで
の検討状況について

・岩手の観光案内ツール(仮称)について
・成果発表会(仮称)について(3月19日開催)
・その他

○内容
・エリア検討会での検討状況と、今後作成する
岩手の観光案内ツール(仮称)について、事務
局から説明。後者に関して、作成する際の注
意点や方向性等についての議論を行った。

・本事業と岩手三陸連携会議との連携が決まっ
たことを踏まえ、成果発表会の実施を決定。
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第1回：平成29年10月 3日（火） 13:00 ～ 16:00 県北エリア（久慈市役所 ３階大会議室）

平成29年10月 4日（水） 13:00 ～ 16:00 県央エリア（山田町中央コミュニティセンター）

平成29年10月 3日（火） 13:00 ～ 16:00 県南エリア（大船渡市役所 地階会議室）

第2回：平成29年11月 9日（木） 13:00 ～ 16:00 県北エリア（普代村役場 ３階大会議室） ※台風のため、10月23日から11月9日に延期

平成29年11月 2日（木） 13:00 ～ 16:00 県央エリア（道の駅・みなとオアシスみやこ シートピアなあど２階研修室）

平成29年10月24日（火） 13:00 ～ 16:00 県南エリア（大槌町中央公民館 ３階大会議室）

第3回：平成29年12月19日（火） 13:00 ～ 16:00 県北エリア（野田村生涯学習センター 多目的ホール）

平成29年12月15日（金） 13:00 ～ 16:00 県央エリア（田野畑村役場 １階第１会議室）

平成29年12月21日（木） 13:00 ～ 16:00 県南エリア（陸前高田グローバルキャンパス ３階ワークショップルーム）

第4回：平成30年 2月16日（金） 13:00 ～ 16:00 県北エリア（洋野町民文化会館 コミュニティーホール）

平成30年 2月21日（水） 13:00 ～ 16:00 県央エリア（岩泉町役場 分庁舎第一会議室）

平成30年 2月 7日（水） 13:00 ～ 16:00 県南エリア（釜石情報交流センター チームスマイル・釜石PIT）

「観光コンテンツプロデュースエリア検討会」の概要について
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○先述の会議と並行し、各調査エリアにおける誘客のフックとなる新たなコンテンツを開発するための「エリア検討会」を沿岸
12市町村でのべ12回、下記及び次ページの内容で開催。

調査エリアと実践委員

開催日時及び場所

○復興道路、復興支援道路等の整備状況を踏まえ、旅行者のルートとなる交通インフラ（特に新幹線駅・主要道路）を規準に岩手県を３エリ
アで調査。調査３エリア全てに沿岸市町村を組み込み、内陸と沿岸の相互交流ができるよう配慮し、第1回会議で承認。

○外国人旅行者誘客のための商品・仕組み・地域づくりができる実践者であり、他地域の事例を提示しながら支援できる者を実践委員として
選出し、第1回会議で承認。

○各調査エリアと担当する実践委員については以下のとおり。

調査エリア エリア対象自治体名 実践委員（各エリア検討会座長）
岩手県北エリア 久慈市、二戸市、八幡平市、葛巻町、普代村、軽米町、

野田村、九戸村、洋野町、一戸町、
株式会社ナレッジハウス
代表取締役 菅原 達也 氏

岩手県央エリア 盛岡市、宮古市、滝沢市、雫石町、岩手町、紫波町、矢巾町、
山田町、岩泉町、田野畑村

株式会社ライト・ア・ライト
顧問 雫石 吉隆 氏

岩手県南エリア 大船渡市、花巻市、北上市、遠野市、一関市、陸前高田市、
釜石市、奥州市、西和賀町、金ヶ崎町、平泉町、住田町、
大槌町

株式会社JTBグローバルマーケティング＆トラベル
営業企画部地域誘客戦略推進室
地域交流推進部長 阿部 昌孝 氏
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「観光コンテンツプロデュースエリア検討会」の実施内容について
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県北エリア検討会 実施内容 県央エリア検討会 実施内容 県南エリア検討会 実施内容

各エリア共通 実施内容

○第1回：「調査エリアの現状把握と課題の共有」
①本事業の方向性と北東北及び岩手県の課題について
②エリア検討会で目指すインバウンド向けの商品化について
③インバウンド旅行者を受入れるための考え方について
④地域の課題の共有

○第2回：「調査エリアで強みにしたいコンテンツの魅せ方の検討」
①コンテンツを集約した結果の提供
②既存のコンテンツの状況の整理

・地域の受入環境(ハード・ソフト面)
・受入団体の状況
・実施している販売方法、情報発信方法

○第3回： 「調査エリアの魅力を活かしたインバウンド向け商品の構築」
①体験資源・素材提案シート集約結果の提供と商品イメージの共有
②商品化へ向けての必要条件の確認と課題の洗い出し
③地域内の連携先・組手の検討

○第4回： 「エリア検討会(計４回開催)のまとめとオペレーション方法」
①インバウンド向け商品のオペレーション方法
②体験資源・素材提案シート集約結果の提供と完成に向けて
③成果発表会（仮称）について

○第1回
・SWOT分析の手法やインバウンド旅行者を受入の考

え方等について、座長から説明
・WSで観光資源の洗い出しを行い、それらの地域資

源の認知度、魅力度、愛着度、自慢度について５段
階評価を実施

○第1回
・他県での事例を紹介し、身の回りの観光資源をどう

磨き、どう発信していくか、「インスタ映え」も意識した
手法について、座長から説明

・ WSで観光資源の洗い出しを行い、自分では気づか
ない地域資源の新たな「気づき」を導き出す

○第1回
・着地型旅行商品の造成や流通の仕組み、新緑や冬

のコンテンツを磨いて年間の客数の平準化が必要
である旨、座長から説明

・ WSで観光資源の洗い出しを実施

○第2回
・観光振興、地域づくりの一体化に関して、観光推進

組織であるDMOについて、他県の事例を交えながら
座長から説明

・「地元の人との交流」をキーワードに、WSで実際に体
験型プログラムを考案

○第2回
・外国人旅行者の行動や思考を意識した「インスタ映

え」について、映像・画像・動画には言語が必要ない
ことや、撮りたくなったり行きたくなったりする気持ちを
どう作ってくかについて座長から説明

・ WSで映像で見せたいコンテンツ、動画コンテンツを
洗い出し、そのコンテンツをお勧めする理由を発表

○第2回
・復興道路、復興支援道路等の整備が進み利便性が

高まることや、競争が進む中で、地域ならではの「ニ
ッチ」や「オリジナル」が必要である旨座長から説明

・ WSでは「ニッチ」や「オリジナル」を踏まえた体験プロ
グラムを考案し、「金」でつなぐ物語の旅行案等を発
表

○第3回
・日本版DMOの考え方やその概要、商品を造成するに

あたってのリスクマネジメントについて座長から説明
・「体験資源素材提案シート」について基本情報を分

類し、 WSでその評価を実施

○第3回
・商品化に向けての必要条件の確認と課題の洗い出

し、地域内の連携先や組手の検討について座長か
ら説明

・「体験資源素材提案シート」から資源を選択し、ター
ゲットや強み、今後必要となる協力体制等魅力アッ
プに必要なものについてWSで発表

○第3回
・テーマ設定の重要性に加え、旅行者の心理、行動や

思考を考え、組み合わせる「ペルソナマーケティング」
について、座長から説明

・「体験資源素材提案シート」について、インバウンドの視
点で１～３点の点数をつけ、WSで発表

○第4回
・観光まちづくり推進PJについて、座長から説明
・「体験資源・素材提案シート」の集約結果の提供と完

成に向け、インバウンド向けの商品オペレーションにつ
いても踏まえながらWSで最終の検討を実施

○第4回
・「体験資源・素材提案シート」の集約結果の提供と

完成に向け、インバウンド向けの商品オペレーション
について座長から説明し、WSで最終の検討を実施

○第4回
・ 「体験資源・素材提案シート」の集約結果の提供と完

成に向け、インバウンド向けの商品オペレーションや
販売促進に向けた流通の仕組みについて座長から
説明し、WSで最終の検討を実施
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6

機運醸成や意識啓発に向けた取り組みについて
○「オール岩手」で外国人旅行者を受け入れる機運醸成や意識啓発を図る「126.8万人県民コンシェルジュ計画」の一環と

して、昨年9月から今年3月まで全10回（予定含む）の広告（次頁以降参照）を岩手日報に掲載。

○広告には本事業の方向性に加え、会議やエリア検討会の進捗状況等について掲載。同時に、本事業の有識者委員（岩
手大学教授）2名によるインタビューを掲載。情報発信による機運醸成や意識啓発を図った。

○上記の内容に加え、東北及び岩手県を取り巻く外国人旅行者の現状について、復興庁の「東北観光アドバイザー会議」の
提言や観光庁の「宿泊旅行統計調査」、岩手県の「岩手県観光復興対策実施計画」、「いわて国際戦略ビジョン」等の内
容を踏まえ、解説を行った。

○広告のほか、会議やエリア検討会については毎回プレスリリースを実施し、報道機関に対してフルオープンで開催。記事に
よる情報拡散(下記参照)を図った。

これまでの新聞記事等の掲載状況（広告除く）

平成29年9月16日 岩手日報 平成29年9月15日 IBC岩手放送
「IBCニュースエコー」
http://news.ibc.co.jp/item_31183.html

※第1回会議は上記の他、岩手朝日テレビ「Jチャンネルいわて」でも放送。

第1回会議(9/15実施) 第2回会議(11/13実施)

平成29年12月8日 読売新聞（地方版） 朝刊

第1回県南エリア検討会@大船渡(10/3実施)

平成29年10月5日 東海新報
https://tohkaishimpo.com/2017/10/05/177511/

第3回県南エリア検討会@陸前高田(12/21実施)

平成29年12月22日 東海新報
https://tohkaishimpo.com/2017/12/22/187490/



岩手県を中心とした北東北インバウンド誘客推進調査・検討等業務

（参考）取り組みに関する情報発信①

平成29年9月26日 岩手日報

7
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（参考）取り組みに関する情報発信②

8

平成29年11月15日 岩手日報
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（参考）取り組みに関する情報発信③

9

平成29年11月23日 岩手日報
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（参考）取り組みに関する情報発信④

10

平成29年11月29日 岩手日報
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（参考）取り組みに関する情報発信⑤

11

平成29年12月6日 岩手日報
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（参考）取り組みに関する情報発信⑥

12

平成29年12月13日 岩手日報
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（参考）取り組みに関する情報発信⑦

13

平成29年12月20日 岩手日報
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（参考）取り組みに関する情報発信⑧

14

平成30年2月19日 岩手日報



岩手県を中心とした北東北インバウンド誘客推進調査・検討等業務

（参考）取り組みに関する情報発信⑨

15※第10回については「いわて三陸観光復興推進フォーラム」の採録を3月30日に掲載予定
平成30年3月7日 岩手日報
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本事業における成果物の概要と今後の活用イメージについて

16

○本事業を通じ、「体験資源・素材提案シート」等で岩手県民の皆様からご提案いただいた「売りたいもの」について、外国人
旅行者の嗜好等を踏まえ、「売れるもの」とのマッチングを行うとともに、旅行会社等の商品造成・販売側や外国人旅行者
自身が求める「現地情報」について取りまとめを実施し、北東北の観光コンテンツ一覧を作成。

○上記の内容を踏まえ、岩手県の観光資源をPRし、外国人旅行者の誘客を図るツール「体験資源・素材提案シート」と、地
域内周遊促進等を図るツール「いわての観光案内ツール(仮称)」の2種類を作成し、情報発信の土台を構築。

旅行前 旅行中

旅
行
者

着想
～旅行にいこうかな～

検索①
～どこにいこうかな～

検索②
～予約をしよう～

旅行中①
～何をしよう～

成
果
物

利用想定者
・海外旅行AGT
・商品造成担当者 等

利用想定者
・岩手県民
・受入側事業者
・旅行者 等

裏面を英語に翻訳し、
今後岩手県を海外に売
り込んでいくためのツー
ルとして活用予定 見出しと概要について、英語、簡体字、繁体字、韓国語に翻訳

体験資源・素材提案シート いわての観光案内ツール(仮称)
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「体験資源・素材提案シート」について

17

○岩手県民の「売りたいもの」のうち、「体験資源・素材提案シート」の形でご提案いただいたものについて、外国人旅行者の
嗜好等を踏まえ、課題整理に向けたチェックポイントをブラッシュアップし、「売れるもの」とのマッチングを実施。

○ 「売れるもの」についてはシートの完成版を英訳し、岩手県の観光資源をPRし、外国人旅行者の誘客を図るツールとして
の活用を予定。

○作業と並行して、旅行会社等の商品造成・販売側や外国人旅行者自身が求める「現地情報」について取りまとめを実施し
、北東北の観光コンテンツ一覧も作成する。

日本語

※課題整理に向けたチェックポイントをブラッシュアップ
(完成版を英語に翻訳)

英語
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「いわての観光案内ツール(仮称)」について

18

○先述の「体験資源・素材提案シート」の観光コンテンツのうち、優良なものについて、沿岸市町村は原則２つずつ、それ以
外の市町村は原則１つずつ、下記の形で「いわての観光案内ツール(仮称)」に掲載。

○ツールについては差し換え可能となっており、今後のブラッシュアップ等にも対応可能。

○観光案内所や鉄道駅、ホテル等に配布・設置し、外国人旅行者の滞在時の満足度の向上や地域内周遊促進等を図る。

※作成イメージ(左ページの見出しと概要について、英語のほか、簡体字、繁体字、韓国語に翻訳)

英語

日本語

中国語（簡体字）

中国語（繁体字）

韓国語
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本事業における成果物の背景①

これまでは、旅行方面を決めた後に宿泊施設
を決めて予約を行い、その後に地域が取組む
着地型旅行商品に興味があれば申し込みとい
う流れになっている。
第3種旅行業を取得している組織が主催する
商品については、旅行代金を事前に収受せず
、当日支払いとなるケースがほとんどである。

旅行者

宿泊施設

着地型
旅行商品

着地型
旅行商品 着地型

旅行商品
着地型

旅行商品

着地型
旅行商品

着地型
旅行商品

従来の旅行申し込みの流れ

方面を決めてから過ごし方を考えるのではなく、
話題性のある着地型旅行商品への参加を目的
とした旅の過ごし方を重視した旅行者が増加傾
向にある。
団体旅行から個人旅行へ旅行のスタイルが変
化する中で、新たな着地型旅行の仕掛けが新
たな顧客の開拓にもつながる。

旅の過ごし方重視の旅行申し込みの流れ

旅行者

着地型
旅行商品

宿泊施設

宿泊施設
宿泊施設 宿泊施設

宿泊施設

宿泊施設

強力な集客力
のある着地型
旅行商品地域での旅の

過ごし方

旅の過ごし方重視の旅行者へと変化

19
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五感に訴える
出会い・感動・発見 伝統の技

文化 歴史

土地の食

温泉自然

アート
素朴な触れあい

伝統の技

文化 歴史

土地の食

温泉自然

アート
素朴な触れあい

地域の「宝」の開発・発掘

物語化

五感に訴えるシナリオづくり

観光による体験

＜これからの旅のキーワード＞

品質や価格などの「スペック」ではなく、地域の歴史・生活文化を生かし、

「五感に訴えるシナリオづくり」で旅の過ごし方を訴求する。

その地域が独自に持つ歴史、文
化、自然、産業、生活、コミュニテ
ィなどの地域資源を観光を通じて
「体験」することで、「自分ごと」とし
て精神的な価値へと結びつく。

本事業における成果物の背景②

20
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金額の妥当性

市場ニーズとのマッチング

隣県コンテンツとの差別化の可能性

SNS投稿向けの画像への期待度

課題整理に向けたチェックポイント８つ

交通の利便性

セールスポイントの分かりやすさ

受け入れ環境(人材、多言語ツール等)

着地型旅行商品の課題に向けたチェックポイント

想定されるターゲット
21
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■DAY TRIPS 日帰りツアー
通訳案内士または現地斡旋員、多言語添乗員同行のバスツアー、
ウォーキングツアー、体験ツアー、ナイトツアーや食事プラン等

■MULTI‐DAY TOURS 宿泊付 周遊型商品
通訳案内士または現地斡旋員・多言語添乗員同行の
宿泊付 周遊型商品や送迎プラン

■FREE & EASY フリープラン
通訳案内士や斡旋員無しの自由旅程型商品
ホテル＋素材 パッケージ

■TRAIN PACKAGE トレイン＆ホテル パッケージ
新幹線 パッケージ

■EXTRAS 素材型商品
通訳案内士や斡旋員無しの観光オプション、食事プラン、輸送素材、
エンタメチケット等

カテゴリーブランド(例)

旅行商品造成(例)

○先述の 「体験資源・素材提案シート」等で提案いただいた体験コンテンツの内容を踏まえ、15の「旅行商品」を造成

22
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体験コンテンツの提案状況について

○「体験資源・素材提案シート」等で提案いただいた体験コンテンツについては、既存のものも含めて各市町村から100コンテ
ンツ程度提出済み。

○具体的には、田野畑村の「北山崎サッパ船アドベンチャー」、山田町の「三陸の楽園 無人島オランダ島でシーカヤック」、
大船渡市の屋形船「潮騒」等が提案されており、大きく分けて以下の4カテゴリに分類される。

歴史・文化

内陸と沿岸を「共通のテーマ」で結ぶもの 6月就航の宮古・室蘭間フェリーの客や、富裕層のクルーズ旅行など、
海から訪問する外国人旅行客向けのもの

岩手県の強みである春夏秋冬を活かしたもの。
ラグビーW杯釜石大会や三陸防災復興博(仮称)で活用できるもの

具体例

・黄金の国ジパングいわて
「中尊寺をはじめとする黄金文化」という歴史文化のテーマで結んだも
の。世界遺産中尊寺、G7贈答品の秀衡塗、気仙川の砂金採り体験
、陸前高田の玉山金山黄金探訪 等

・いわて塩の道(ソルトロード)再現商品
野田村の塩を活用した『ソルトロード』という岩手らしい歴史文化のテー
マで結んだもの。滝沢市チャグチャグ馬コ体験、のだ塩作り体験等

中尊寺という知名度の高い世界遺産を軸に、内陸の縦軸で回られる
観光コースや観光商品が多い中、内陸と沿岸を結ぶアイデア

具体例

・三陸ジオパーク
宮古市の「浄土ヶ浜」、田野畑村の「北山崎」、「北山崎サッパ船
アドベンチャー」、岩泉町の「龍泉洞」といった自然の驚異を結んだ
もの。

・秘湯めぐり
近年SNS映えして話題となっている八幡平市の「ドラゴンアイ」や秘
湯と呼ばれる雫石町の「国見温泉」、八幡平市の「藤七温泉」など
自然の驚異を結んだもの。

自然

四季 食

具体例

・釜石の日本初レスキューボート体験や、山田町のオランダ島シーカヤ
ックなどの夏の体験
宿泊箇所と連携することで、送迎付き商品としても訴求が可能なもの

・盛岡市と宮古市を結ぶ１０６急行線の秋の紅葉ツアー

飛行機新幹線INの内陸と、フェリークルーズINの沿岸をつなぐアイディア

ナイトコンテンツや朝の体験コンテンツなど、宿泊しなければ体験出来
ない魅力的なもの

具体例

・洋野町の満点の星空でワインナイト × グリーンヒル大野 等

・普代村の早朝網起こし体験 × 国民宿舎くろさき荘 等

・大船渡市の屋形船「潮彩」 × 大船渡プラザホテル 等

ホテルや旅館といった宿泊箇所と、体験コンテンツの実施事業者を結
びつけるアイデア

23
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旅行商品造成アイデア(例)について ※日帰り＆周遊型商品

24

ルートコンセプト
岩手が誇る世界文化遺産中尊寺金色堂。その金は気仙地方で採取されたと考えられています。
金が産出される謎解きや産金文化に触れながら、実際に砂金を見つけに行く旅。

歴史
文化

内陸と沿岸をつなぐ

黄金文化

黄金の国ジパング
いわての旅
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旅行商品造成アイデア(例)について ※日帰り＆周遊型商品

25

ルートコンセプト
かつて野田から盛岡までの長く険しい道のりを牛の背に塩をつけて運ぶことが多かった『塩の道』を
再現。『野田ベコ』とともに歩いた道のりを想像しながら、海の幸、山の幸が豊富な美食といわての
深い文化を楽しむ旅。

歴史
文化

内陸と沿岸をつなぐ

野田塩文化

いわて塩の道
～ソルトロード～
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旅行商品造成アイデア(例)について ※日帰り＆周遊型商品

26

ルートコンセプト
宮古室蘭フェリーや富裕層のクルーズ旅行など海からの訪問者向け

五億年前からの時を刻み、今を生きる三陸ジオパーク。
300㎞にも及ぶ日本一のジオパークを巡ります。

自
然

沿岸IN(クルーズ、フェリー)

日本一のジオパーク

300㎞におよぶ日本一の
ジオパーク
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旅行商品造成アイデア(例)について ※日帰り＆周遊型商品

27

ルートコンセプト
5月下旬～6月上旬の雪溶け時期に現れる神秘的な光景ドラゴンアイ。

日本秘湯を守る会に選出されている藤七温泉や
珍しい緑色の湯色をした国見温泉などと共に自然の恵みを体感します

自
然

自然の驚異

日本の秘湯

自然の驚異
ドラゴンアイと秘湯めぐり



岩手県を中心とした北東北インバウンド誘客推進調査・検討等業務

28

コンセプト
体験素材そのものが目的地となる魅力あるコンテンツ。
宿泊地と連携することで、滞在時間の創出が出来る。

四
季

2019ラグビーW杯釜石開催

夏 -今だけ-

夏満喫！
沿岸アクティビティー

旅行商品造成アイデア(例)について ※宿泊付＆フリープラン



岩手県を中心とした北東北インバウンド誘客推進調査・検討等業務

旅行商品造成アイデア(例)について ※日帰り＆周遊型商品

29

ルートコンセプト
内陸と沿岸をつなぐ約２時間の中間点をブラッシュアップ。

道の駅やまびこ館や道の駅遠野風の丘を活用。

四
季

飛行機・新幹線IN／
フェリークルーズOUT

内陸と沿岸の中間点を活用

秋の紅葉
106急行線 紅葉狩り体験



岩手県を中心とした北東北インバウンド誘客推進調査・検討等業務

旅行商品造成アイデア(例)について ※周遊型＆フリープラン

30

コンセプト
宿泊しなければ体験出来ないコンテンツ。

朝だけ、夜だけといった時間軸の希少性を訴求。

食
ナイト＆モーニングコンテンツ

体験×宿泊地

・満点の星空でワインナイト
・早朝網起こしで、朝ごはん



岩手県を中心とした北東北インバウンド誘客推進調査・検討等業務

旅行商品造成アイデア(例)について ※周遊型＆素材型商品

31

コンセプト
外国人が好む「屋形船内の和食」と「鉄砲」「和菓子」をセットにした商品。

屋形船×春夏秋冬(桜、花火、紅葉)等、オールシーズンでの魅力創出が可能。

食
和食・和菓子・和の演出

オールシーズン訴求

沿岸唯一の屋形船で食す
蒸し牡蠣体験と和を巡る旅



岩手県を中心とした北東北インバウンド誘客推進調査・検討等業務

旅行商品造成アイデア(例)について ※トレインパッケージ

32

コンセプト
沿岸を縦でつなぐ三陸鉄道。沿線沿いの魅力コンテンツとつなぐことで、

列車の利用促進×地域の滞在時間創出

絆
三陸鉄道×体験コンテンツ

沿岸を縦でつなぐ

三陸鉄道で巡る
沿岸体験コンテンツ


